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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、積雪量の減少に伴う植生の変化を検出し定量的に評
価することである。そのために積雪量の変化に敏感な植生である湿原を対象として本州中部以北
の山岳地の空中写真の年代間比較と現地調査を行った。その結果、中部、北関東、東北の各地方
で湿原の縮小が確認された。それらの湿原では、植生変化は主にササ類およびハイマツの侵入に
よるものであり、日本の山地湿原は徐々に森林化してきていることが明らかとなった。 
 

研究成果の概要（英文）：Recently, it has been reported that the vegetation of Japan was 
changing by global warming. But it is not quantitatively study reports. Then, we clarified 
this change in vegetation by compared aerophotographs at different times. In results, 
we found out the wetlands of Chubu district, Kanto district and Tohoku district were 
shrinking. Further, we investigated the part of the moor where the vegetation had changed 
remarkably and found that patches of Pinus pumila had colonized the interior regions of 
the moor, and Sasa kurilensis growing thickly at the moor edges. The change in vegetation 
is believe to occur due to the decrease in snowfall which is related to the origin and 
maintenance of the moor. 
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１．研究開始当初の背景 
近年の地球温暖化によって積雪量が減少し
ており、それに伴って植生も変化していると
されている。しかし、現時点ではそれを定量
的に検討した研究結果はほとんどなく、実際
にどのような変化が起きているかは明らか
にされておらず、温暖化に対応する方策をと

ることができない。そこで、日本における積
雪慮の減少に伴う植生の変化を検出する必
要がある。 
 
２．研究の目的 
 積雪量の減少による植生変化の実態を明ら
かにすること 
 



３．研究の方法 
 積雪量の変化に敏感な植生として、湿原を
対象に選び、本州中部以北の山岳地の空中写
真の年代間比較によって植生変化を検出し、
現地で植生の変化がどのような植物種の変化
によるものかを調査した。 
 
４．研究成果 
1.面積変化 
中部地方（黒部・白馬・頸城）、関東北部（奥
利根・尾瀬）、東北地方（八甲田・八幡平）
の各地方を代表する山地湿原のそれぞれにつ
いて、空中写真から湿原の縮小を確認した。 

 
2.植生構成種の変化 
現地調査をおこなって、湿原の植生変化は主
にササ類およびハイマツの侵入によるもので
ある事があきらかとなった。 
 
3.積雪量の変動と植生変化との比較検討 
積雪量の変動を気象観測資料から検討したと
ころ、黒部川流域および利根川流域で積雪量
が減少していることが明らかとなった。 
 
4.気候の変動と植物の成長の関係 
湿原周辺のハイマツの成長量と気象条件の変
動を比較して、積雪量の減少が生育にプラス
となっていることを明らかにした。 
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